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	応用
	抗原情報
	背景
	目、骨、心臓血管、腎臓、皮膚の発達など、広範囲の細胞プロセスおよび発達プロセスにおいて役割を果たす DNA 結合転写因子 (PubMed:11782474、PubMed:15299087、PubMed:15684392、PubMed:16492674、PubMed:27907090、PubMed:14506133、PubMed:14578375、PubMed:15277473、PubMed:16449236、PubMed:17210863、PubMed:19793056、PubMed:19279310、PubMed:25786029、PubMed:27804176)。転写活性化因子または転写抑制因子として作用する（PubMed:11782474）。標的遺伝子のプロモーターにおけるコンセンサス結合部位5'-[G/C][A/T]AAA[T/C]AA[A/C]-3'に結合する（PubMed:7957066, PubMed:11782474, PubMed:12533514, PubMed:14506133, PubMed:19793056, PubMed:27804176）。DNAに結合すると、DNAの屈曲を促進する（PubMed:7957066, PubMed:14506133）。転写共活性化因子として作用する（PubMed:26565916）。転写因子GLI2を介してインドヘッジホッグ（Ihh）誘導標的遺伝子発現を刺激し、軟骨内骨化を制御する。また、乳がん細胞においてGLI2のDNA結合能を高めることで転写共調節因子としても作用する（PubMed:26565916）。プロモーター領域内の保存要素5'-GTAAACAAA-3'への結合を介してFOXO1を制御することで、FOXC1が眼における細胞生存率と酸化ストレス耐性の重要な調節因子であることを示唆している（PubMed:17993506）。転写因子FOXC2と協力して、足細胞の完全性を維持する遺伝子の発現を制御する。TGFB1を介したシグナルを介して細胞周期をG1期で停止させることで、細胞増殖抑制を促進する（PubMed:12408963）。細胞増殖、遊走、浸潤を促進することで上皮間葉転換（EMT）誘導に関与する（PubMed:20406990、PubMed:22991501）。CXCR4発現の制御を介して、ケモカインCXCL12誘導性内皮細胞遊走に関与する。表皮ケラチノサイトの終末分化に必須の遺伝子制御ネットワークにおいて役割を果たす（PubMed:27907090）。体節、皮膚、骨、軟骨などの中胚葉由来組織に必要な必須発生転写因子。骨髄間葉系前駆細胞におけるCXCL12および幹細胞因子の発現を正に制御し、造血幹前駆細胞（HSPC）の間葉系ニッチの発達と維持に役割を果たす。胚発生期において、VEGF依存的に血管とリンパ管の成長を阻害することで角膜の透明性を維持する役割を果たす。CXC​​R4の発現制御を介して、ケモカインCXCL12誘導性の内皮細胞遊走に関与する。腫瘍抑制因子として機能する可能性がある（PubMed:12408963）。
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	FOXC1 抗体を使用した 3T3 溶解物中の FOXC1 のウエスタン ブロット分析。

